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新
春
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
湖
誠
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

滋
賀
県
で
44
年
ぶ
り
と
な
る
「
わ
た

S
H
I
G
A
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
多
く
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
国
ス
ポ
で
は
滋
賀

県
選
手
団
が
男
女
総
合
優
勝
を
果
た
し
、

障
ス
ポ
で
は
金
メ
ダ
ル
87
個
、
銀
メ
ダ
ル

53
個
、
銅
メ
ダ
ル
34
個
を
獲
得
し
、
過
去

最
大
の
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど

の
物
価
高
騰
が
市
民
生
活
へ
影
響
を
与
え

て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
長
引
い
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
の
11
月

通
常
会
議
に
お
い
て
は
、
補
正
予
算
や
条

例
改
正
な
ど
52
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
増
加
に
よ
る
関
連
経
費
の
追
加
や
、

ご
来
庁
い
た
だ
く
市
民
の
皆
様
の
利
便
性

や
、
職
員
の
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
た

新
庁
舎
整
備
に
要
す
る
経
費
、
学
校
給
食

事
業
に
お
け
る
物
価
高
騰
に
伴
う
賄
い
材

料
費
の
追
加
な
ど
、
40
億
円
余
り
に
つ
い

て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
大
津
を
目
指
す
た

め
に
柔
軟
に
対
応
さ
せ
て

頂
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
湖
誠
会
と
会
派
所
属

議
員
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

右
よ
り福

永
　
英
晶
議
員

寺
田
　
英
幸
議
員

川
口
　
正
徳
議
員

竹
内
　
照
夫
議
員

草
野
　
聖
地
議
員

竹
内
　
基
二
議
員

葉
月
　
陽
　
議
員

竹
内
　
照
夫
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湖誠会は、地域の皆様のお声を大切に大津の将来を創造します湖誠会は、地域の皆様のお声を大切に大津の将来を創造します

大 津 市
M A P

　市民の命と暮らしを守る防災や子育
て支援を進め、皆さんと一緒に「大津で
よかった」と胸を張れるまちを育てます。
皆様の声をぜひ聞かせてください。そ
の声を大切にし、笑顔あふれる強く優し
い大津へ、一歩ずつ丁寧に取り組んでいきます。

葉
は

月
づ き

　 陽
よ う

5

　まちづくりの主役は市民の皆様です。
物価高騰で暮らしが厳しい中にあっても、
創意工夫の営みをされていることについ
て敬意を表するとともに、これからも市
民の皆様が安心して暮らせるよう、負託
を受けた者として、ご意見を真摯に傾聴
し、賑わいある大津を目指して責務を果たして参ります。

　子どもたちの声が響き、笑顔が広
がることで地域が元気になります。
　夢があふれる大津を目指し、皆様と
共にできることを考え、全力を尽くし
てまいります。

草
く さ

野
の

聖
せ い

地
じ

2

　私は、今の大津市を創ってこられた
先輩方の思いを継承しつつ、皆様から
様々なご意見を傾聴し、「人にやさし
く、人を大切に、そして人の未来に寄
与する」をモットーに、守破離の精神で本年も提言・提案
して参ります。

福
ふ く

永
な が

英
ひ で

晶
あ き

1

【Otsu Re Born】
　「優しい心」「厳しい心」「ときめく心」

「豊かな心」を忘れず、「大津に心をと
りもどしたい」と思います。
　そして今年も、市民の皆様とともに、大津を生まれ変
わらせるために全力を尽くしてまいります。

竹
た け

内
う ち

照
て る

夫
お

3 川
か わ

口
ぐ ち

正
ま さ

徳
の り

7

副幹事長

　円安等による物価高騰の中で苦労さ
れている市民の皆様の暮らしを守り、中
小企業施策を充実させます。災害時の避
難所にもなる学校の長寿命化工事や歩
道整備など交通事故や災害から市民を
守るための事業に取り組みます。大津の若者が未来に希望を
持てるような政策を奔馬の如く実現に邁進してまいります。

竹
た け

内
う ち

基
も と

二
じ

4

《私の今年の抱負は市政に繋がる「担い
手」役として、【和

わ

敬
けい

清
せい

寂
じゃく

】に活動する。》
【和敬】⇨お互いに敬う
【清寂】⇨�清らかさ。目に見えるだけでなく、

心の中も清らかに。
・「夢があふれるまちづくり、人づくりを子

どもから高齢者までに広げる」
・日

ひ

々
び

新
あらたなり

。「利他の心で尽くす」

寺
て ら

田
だ

英
ひ で

幸
ゆ き

6

政調会長

幹事長

幹
事
長

幹事

議長



ホームページをご覧ください。湖誠会の活動をご紹介しています。 大津市議会 湖誠会 検索
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竹内　基二 議員

新・琵琶湖文化館の活用について

新しい琵琶湖文化館を大津市の観光振興にどのように活用するつもり
か。また、ラーゴ大津と同様に周辺観光地とのつながりを生かして周

遊を促進させる取組を完成までの間に是非とも検討いただきたいが、考えを
伺う。

本年３月に滋賀県が策定した「大津港活性化・再整備基本構想」に
おいて、当該建設用地は「暮らす人と訪れる人の結節点である魅力

を活かした高機能な空間づくり」を目指すエリアとして、その魅力と機能
を磨く方針が示されたところである。
　本市としては、まずは県などと策定を進めている「大津港活性化・再整
備に係る施設整備等実施方針」などを踏まえ、大津港周辺におけるにぎわ
いの創出に向けた検討を進める中で、来訪が期待できるターゲット像など
を想定しつつ、親和性のある観光コンテンツとの連携などを模索していく。
� ※他に１項目の質問あり。

川口　正徳 議員

子どもの権利条約について

「大津市こども・若者支援計画」と、この度滋賀県において設置され
た「滋賀県子どもの権利委員会」との関係性をどのようにとらえ、取

り組まれて行くのか。また、計画の各種取組が細分化されているがゆえに全
体把握に時間を要するのではないかと危惧するが、取り組み状況と課題等を
伺う。

滋賀県子どもの権利委員会が設置され、相談だけでは解決が難しい
案件に対応できる窓口ができたことについて、庁内で周知を図った。

今後、子どもの権利侵害に関する相談が寄せられた場合には、相談窓口の
紹介や滋賀県子どもの権利委員会が行う調査等に協力する。また、大津市
こども・若者支援計画については、関連する計画との整合を図りながら、
部局間での緊密な情報交換と連携を行い、効率的かつ効果的に推進してい
る。今後も、多様化する子育て支援ニーズや、複雑化する子ども・若者の
課題に適切に対応するため、部局横断的な取組みに努める。
� ※他に４項目の質問あり。

葉月　陽 議員

トイレカーについて

災害時には避難所の安全確保とともに、水と衛生、特にトイレ環境の
整備が極めて重要である。本市でも導入を予定している迅速に衛生

環境を確保できる移動式「トイレカー」について問う。
導入を予定している車両は全長約７m、男女別温水洗浄機能付きの
洋式便器計４基と男性用小便器１基、更にバリアフリートイレ１基

を搭載し、便槽容量は約1,000Lで概ね300〜400回分に対応可能である。
仕様は先行して導入した自治体へのヒアリングを踏まえて作成しており、
デザインについても被災地を勇気づけるような絵柄の先行事例を参考に検
討していく。� ※他に１項目の質問あり。

寺田　英幸 議員

ごみ持ち去り業者対処策について

「市民通報システム」で受付している通報では、「持ち去り」（悪質業者）
の通報カテゴリーがない。ホームページの作成部局および記載事項の

各担当部局における庁内連携を図り、より良い内容のある通報システムにな
るよう取り組むべきである。また、通報への対応を丁寧に市民に伝えるべき
と思うが、見解は。

現在、市民からの情報は、電話や市ホームページのほか、ごみ分別
アプリ「分けなび」など、多様な手段を通じて寄せられている。引

き続き、これらによる情報の収集に努めるとともに、市民通報システムを
見やすく改善すべきとの提案については、庁内連携を図り、検討していく。
また、本市では、かん・紙ごみなどの資源ごみの持ち去り行為に対して職
員によるパトロールを行い、警察と連携して指導を行っている。このこと
を市ホームページに掲載しているが、今後は、市民の皆様から寄せられた
情報が本市の取組に役立っていることも併せて掲載したいと考えている。�
� ※他に１項目の質問あり。

11月通常会議一般質問� 質問、答弁は一部抜粋です。詳しくは大津市議会ホームページをご覧ください。

TOPICS

「湖都の葉マルシェ」開催
　「文学のまち大津」ブランディング事業のキックオフイベン
トとして、「湖都の葉マルシェ」が令和７年11月15日に開催
されました。
　会場では、「文学作品のフリーマーケット」として、約100
ブースが出店。出店者が自作した自由な表現で作る出版物、
「ZINE（ジン）」等の販売が行われ、作品の作り手と読み手が
直接繋がるイベントとなりました。また、直木賞作家と石山
寺座主によるトークイベントの開催、大津市の文化財保護課
の職員による大津城の調査状況などを紹介するブースや、約
3,000冊の本の無料譲渡会なども行われ、幅広い層の多くの
来場者で賑わいました。


